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鹿児島県から得られたイトヨリダイ科魚類

シャムイ卜ヨリ Nemipterusperonii 

畑 晴陵＊・山田守彦＊＊・本村浩之＊* * 

Harutaka HATA, Morihiko YAMADA and Hiroyuki MOTOMURA: 

Record of Nemipterus peronii (Perciformes: Nemipteridae) from Kagoshima Prefecture, sot曲 emJapan 

はじめに

イトヨリダイ科イトヨリダイ属（Nemipteridae:

Nemipterus）は，眼下骨に鱗と臓が無い，両顎の前部

にのみ牙状歯を有する，背鰭前方鱗の被鱗域の先端

が両眼の中央を結んだ線の付近に達する，側頭部が

被鱗する，および頬部鱗列数が3であることによっ

て特徴づけられる（LEE,1986 ; RUSSELL, 1990, 2001 ; 

SHEN, 1993）。本属は日本からヒライトヨリ民 aurora

RUSEELL， ソコイトヨリ N.bathybius SNYDER，モモイ

トヨリ N.ルrcosus(VALENC!El、制ES），シャムイトヨリ N

peronii (V ALENCIENNES），ジャバイトヨリ N.tambuloides 

(BLEEKER), トンキンイトヨリ λlthosロtporniRUSSELL，イ

トヨリダイ λr.virgat川（HOUTTUYN），およびヒメイトヨ

リ民 zysron(BLEEKER）の 8種が知られている（藍津・

土居内， 2013）。そのうちシャムイトヨリはこれまで国

内において琉球列島からのみ記録されており（藍浮・土

居内，2013），薩南諸島を含む鹿児島県内のイトヨリダ

イ科魚類相を報告した藤原ほか（2014）にも記録されて

いない。

2015年12月 12日に鹿児島県肝付町内之浦湾から l

個体のシャムイトヨリが採集された。本標本は鹿児島県

本土におけるシャムイトヨリの標本に基づく初めての記

録となると同時に本種の分布北限を更新する記録となる

ため，ここに報告する。

材料と方法

計数 ・計測方法は HUBBS& LAGLER (1947）に概ねし

たがい，体高，眼下骨幅，および頬部鱗列数は RUSSELL

(1990）にしたがった。標準体長は体長と表記し体各

部の計測はデジタルノギスを用いて 01 mmまでおこ

なった。種の標準和：名と学名は藍淳・土居内（2013)

にしたがった。シャムイトヨリの生鮮時の体色の記載

は，固定前に撮影された鹿児島県産の 1標本（KAUMI. 

83711)のカラー写真に基づく。標本の作製，登録，撮影，

および国定方法は本村（2009）に準拠した。本報告に用

いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館に保管されてお

り，上記の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録さ

れている。本報告中で用いられている研究機関略号は以

下の通り・ FAKUー京都大学； KAUMー鹿児島大学総

合研究博物館。

Nemipterus peronii (V ALENCIENNES, 1830) 

シャムイトヨリ（図 1)

調査標本： KAUMーI.83711, 体長93.6mm，鹿児島県肝

属郡肝付町内之浦湾（31。17'N, 130° 05’E), 2015年

12月 12日，定置網，山田守彦。

記載：背鰭条数X,9；瞥鰭条数 III,7；胸鰭軟条数 17;

腹鰭条数I,5；有孔側線鱗数47；頬部鱗列数3；鯨把数

5 + 6 = llo体各部測定値の体長に対する割合（%）：体

高28.2；頭長 31.0；吻長 10.0；眼径9.2；眼隔域幅6.3;

眼下骨l隔4.8；尾柄長 17.1；尾柄高 10.2；背鰭基底長

57.8；上顎長 10.7；下顎長 12.3；背鰭前長36.0，啓鰭前

長68.2；胸鰭長21.7；腹鰭長 23.3；腹鰭線長 13.5，啓鰭

基底長 18.5；眼後長 12.1:，；背鰭第l腺長 7.6；背鰭第2

線長 10.5；背鰭第 3j隊長 12.5，背鰭第4練長 14.7，背鰭

第5線長 17.6；背鰭第6線長 17.6，背鰭第7線長 17.7:

背鰭第 8j隊長 16.2，背鰭第9腺長 13.6，背鰭第 10線長
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12.1；瞥鰭第 l練長 3.3；斡鰭第 2j隊長 7.3。 鼻孔は2対で前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し限の前縁

体は前後方向に長い長楕円形で官111扇し体高は背鰭起 前方に位置する。両鼻孔はと もに正円形 を 呈 し 前J,'ic孔

書IIで最大。体背縁は上瀕先端から背鰭第5林起音rsにかけ 後縁に皮弁をそなえる。口は小さく 端位で，上顎後端は

て緩やかに盛り上がり， そこから尾飴基底にかけてなだ 眼の先端よりも後方に達するが，l瞳孔先端には迷しない。

らかに下降する。 体腹縁は下顎先端から腹鰭起音IIにかけ 両顎には小円錐歯が密生し 両顎の前部には牙状歯がそ

てなだらかに下降し，そこから尾鰭基底にかけて緩やか れぞれ4対ある。仁顎先端は下顎先端よりも僅かに前方

に上昇する。）j旬鰭基底上端は偲蓋後端よ りも僅かに後方， に位置する。 前jfil忠義骨後縁は鋸歯状を呈し，｜｜良下骨下縁，

胸鰭基底下端は背鰭起部よりも僅かに後方にそれぞれ位 前自思議骨・と主mm.叢骨の後縁はいずれも円滑。鯨杷は塊状

置する。胸鰭後端は尖り，背鰭第8赫起部直下に迷する。 で短い。 似弁は納長い糸状。

背鰭起部は）胸鰭基Jft;上端より も僅かに後方に位置し，背

鰭iii主j氏後端は瞥鰭基底後端よりも後方に位置する。背鰭 生鮮時の色彩：体背面の地色は茶色がかった淡い桃色。

第 1ll次条起音IIは斡鰭第3ilUli起音II直上に位置する。 背鰭各 体側上部から体側中央にかけてと頭部側面の地色は淡い

W,i!i附の鰭）肢はi栄く切れ込む。背鰭第 l林と第2赫は近接 桃色。体側下音IIから体l反面にかけては一様に銀白色。背

せず，いずれも糸状に伸長しない。版鰭起部は背鰭第3 鰭起音問、ら尾柄にかけての体側上部に8つの淡褐色の鞍

林起昔II直下， !Jfi.ff！＇~基底後端は背鰭第 H,il!起部直下にそれ 状斑がはいる。 体側上部から体側下部にかけて 8本の不

ぞれ位置する。たたんだ腹鰭赫の後端は背鰭第7練起部 明瞭な黄色縦帯がはいり，それぞれのl隔は｜瞳孔より も狭

よりも僅かに後方に達する。腹鰭第 1軟条は糸状に伸長 い。上唇は明るい黄色。l吻端から限の前縁にかけて｜殴孔

し たたんだ腹鰭の後端は旺門を僅かに越え，背鰭第 よりも細い黄帯がはいる。？？鰭各鰭条は白色半透明。背

10赫起部直下に達するが，啓鰭起部には達しない。腹 鰭各鰭条｜湖の鰭JI莫は紫がかった桃色を呈し．縁辺部は！~IF

鮒は1JIJ後方向に細長い版鱗をそなえる。瞥鰭起音IIは背鰭 黄色。胸鰭各ii次条は白色半透明．縁辺音IIは紫褐色をそれ

第 lll次条起部より僅かに後方幹鰭第 l軟条起音IIは背鰭 ぞれ呈し，基底昔II付近は此色。）JJI鰭各鰭条は「l色半透明

第 3ii次条起部直下にそれぞれ位位する。幣鰭基底後端は を長 し基底部付近は黄色。瞥鮒の各鰭条と忠告II央は白色

7刊書約7軟条起者II直 ｜ごに｛立位する。尾鮪は二叉型で深く 半透明を呈し啓鰭1:1=1火持IIに 1J:1~·色縦荷がはいる。 尾市首

湾人し， 上業は下~よりも他かに長いが。糸状に伸長し は鮮黄色を呈し， 下縁と後縁は紫色。虹彩は鮮やかな桃

ない。)JJ門は前後方向に長い桁PJJI手。14'は航Ii鱗に被われ 色を塁し， l磁孔は青みがかった黒色。

るが.I吻部，限の周聞，下顎）j長而は）gr；鱗。＇111f鮒前71鱗の

被鱗域の先端は模形をなし，両日艮の中央を結んだ線に僅 アルコール保存標本の体色．休背面から休1!111上自IIは淡い

かに迷しない。眼とi瞳孔はともに前後方向に長い楕円形。 紫褐色を呈し， f本側は一様に’貯び、た淡いJI~褐色となる。

図1 シャムイ トヨリNemipterusperoniio KAUM-l. 83711，体長93.6mm, 2015年 12月 12日，鹿児島県肝属郡肝

付／HJ内之浦湾

Fig. 1. Fresh sp巴cimenof Nemipterus peronii. KAUM I. 83711, 93.6 mm standard length, Uchinoura Bay, Kimotsuki, Ka-

goshima Prefecture, southern Japan 



体側上部の鞍状斑は茶褐色となる。

分布：紅海，ペルシア湾，アラビア海，スリランカ，ベン

ガル湾などのインド洋，アンダマン海，および日本から

ニューカレドニアにかけての西太平洋から知られている

（赤崎， 1962；益田ほか， 1975；久新ほか， 1982；赤崎，

1984; LEE, 1986; RUSSELL, 1986, 1990, 1993, 2001; SHEN, 

1993; IWATSUKI et al., 2000; MOTOMURA, 2009；藍浮・土居

内， 2013;IWAMOTO & McCOSKER, 2014; MOTOMURA, 2015; 

PSOMADAKIS et al., 2015; MIESEN et al., 2016）。日本国内で

は琉球列島からのみ記録されていた（益田ほか， 1975; 

赤崎， 1984；三浦， 2012；藍浮・土居内， 2013）が，本

研究によって新たに鹿児島県大隅半島東岸の内之浦湾に

おける分布も確認された。

備考：鹿児島県産の標本は，背鰭糠間の鰭)J莫が深く切

れ込むこと，尾鰭上葉が糸状に伸長しないこと，瞥鰭

が3糠7軟条であること，背鰭第 l赫と第2練が近接せ

ず，糸状に伸長しないことなどが， RUSSELL(1986, 1990, 

1993,2001）や藍浮・土居内（2013）の報告した爪 pero-

mの標徴とよく 一致したため，本種と同定された。ま

た記載標本から得られた計数・計浪lj値は RUSSELL(1986, 

1990, 1993, 2001）によって示された N.peroniiのそれら

とよく 一致した。なお，シャムイトヨリは背鰭各林間の

鰭膜が深く切れ込むという 1形質で，同属他種と容易に

識別される（RUSSELL,1986, 1990, 1993,2001,2013；，藍浮・

土居内， 2013)0

Nemipterus peroniiを日本から初めて報告したのは吉野

ほか（1975）である。彼らは本種を N.tofuとして琉球

列島産魚類目録に本種を含めた。また，益田ほか 0975)

と赤崎 (1984）は本種を九円 tofuとして報告し， 日本近

海における分布域を琉球列島としたほか，沖縄本島東岸

で多数が漁獲されることを報告した。なお，岡田・松原

(1938）はN tofuを台湾高雄，中国，フィリピン，およ

び東インド諸島に分布するとし和名「バラダイ」を提

唱した。また，松原（1955）は本種に適用すべき学名を

N. mulloidesとし，その和名を「バラダイ」とした。し

かし赤崎（1962）はタイ湾から得られた 3個体（FAKU

27444-27446，体長 14.615.7 cm）の N.toluを報告し，

同時に和名 「シャムイトヨリ」を提唱した。現在，λR

tofuとN mulloidesはNperoniiの新参異名とされている

(RUSSELL, 1986, 1990, 1993）。

その後，シャムイトヨリはこれまで園内において琉

球列島からのみ記録され（三浦， 2012，藍i宰・土居内．

2013），また同地が分布の北限とされており（RUSSELL,

2001；藍津・土居内， 2013），その他の地域からの報告

はない。したがって，本研究で調査した内之浦湾産の標
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本は，鹿児島県本土初記録となると同時に， 本種の分布

の北限をおよそ 300km更新するものである。
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